
［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

北海道地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

〔 〕内は気象庁が情報発表に用いた震央地域名

ａ）９月 11 日に十勝沖で M7.1（最大震度５弱）の地震があった。 

ｂ）９月 12 日に釧路沖で M5.2（最大震度３）の地震があった。 

 

 

 

 

 

 

 

ａ

ｂ 



気象庁作成 

 

９月 11 日 十勝沖の地震 

2008 年９月 11 日 09 時 20 分に十勝沖で M7.1（深さ 31km、最大震度５弱）の地震が発生した。こ

の地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸

のプレートの境界で発生した地震である。今回の地震は、2003 年９月 26 日の M8.0 の地震（平成 15

年（2003 年）十勝沖地震）の震源近傍で発生している。 

今回の地震の最大余震は同日 09 時 32 分の M5.7 の地震（最大震度２）で、活動は順調に減衰して

きている。 

震央分布図（2001 年 10 月以降、M≧3.0、深さ 90km 以浅 ）

領域ａ

今回の地震 

CMT 解 平成 15 年(2003 年)
十勝沖地震 

領域ａ内の回数積算図 
及び地震活動経過図 

９月 11 日～30 日 
（M2.0 以上） 

領域ａの拡大図（2001 年 10 月１日 
～2008 年９月 30 日、M2.0 以上） 

平成 15 年(2003 年) 

十勝沖地震の最大余震 

今回の地震 

最大余震

CMT 解 

※2008 年９月以降の地震を赤く表示した 

上図の時空間分布図（東西方向）
（2008 年９月 11 日～） 

2008年
9/11

 

9/20

9/30

今回の地震の
最大余震 

領域ｂ

領域ｂ内の回数積算図及び 
地震活動経過図（2001年10月～）

平成 15年(2003 年)
十勝沖地震 

十勝沖地震
の最大余震



気象庁作成 

９月 11 日の十勝沖の地震による津波 
 

2008 年９月 11 日の十勝沖の地震（M7.1）により、北海道の浦河で津波の最大の高さ 18cm など、北海

道、青森県及び岩手県の太平洋沿岸で津波を観測した。 

震央 

４．浦河 

７．八戸 

５．むつ市 
関根浜 

到達時刻 向き
高さ
(cm)
発現時刻

高さ
(cm)

1 根室市花咲 気象庁 10時06分 押し 6 10時11分 6

2 釧路 気象庁 14時59分 6

3 十勝港 国土交通省港湾局 9時56分 押し 12 10時03分 12

4 浦河 国土交通省港湾局 10時50分 18

5 むつ市関根浜 気象庁 15時41分 5

6 むつ小川原港 国土交通省港湾局 14時57分 5

7 八戸 気象庁 13時30分 7

8 久慈港 国土交通省港湾局 12時22分 17

9 宮古 気象庁 10時15分 引き 6 10時52分 4

10 釜石 海上保安庁 11時33分 5

最大の高さ

（第一波識別不能）

所属

（第一波識別不能）

（第一波識別不能）

（第一波識別不能）

（第一波識別不能）

（第一波識別不能）

番
号

（第一波識別不能）

観測点名
第一波

※ 値は速報値であり、後日変更される場合がある。 

表１ 検潮所で観測した津波の高さ※ 

図１ 津波を観測した観測点の配置 
図中の番号は、図２、表１の番号に対

応する。 

６．むつ 
小川原港 

06 時 12 時 

１．根室市 
花咲 

９．宮古 

地震発生時刻

▼

15時 

 ：気象庁の検潮所 

 ：国土交通省港湾局の検潮所 

 ：海上保安庁の検潮所 

２．釧路 

３．十勝港 

８．久慈港※ 

10．釜石 

09 時

図２ 津波を観測した観測点の潮位記録（平成 20 年９月 11 日 06 時～18 時） 

0.5m

１ 

２ 

３ 

４ 
５ 

６ 

７ 
８ 

９ 

10 

※ 久慈港の潮位記録については、津波以外の原因による海面変動が含まれている可能性がある。 

最大の高さ 

第一波の高さ

平常潮位第一波の到達時刻

最大の高さの
発現時刻 

第一波
の向き

＜津波の測り方の模式＞

津波の観測値の測り方を

示す。第一波の向きは、下

方向が「引き」、上方向が「押

し」となる（左の例の場合

は「押し」となる）。 

 ：第一波の到達時刻 

 ：最大の高さの発現時刻 



気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十勝沖の地震の余震分布および過去との比較 

Ａ 

Ｂ 

震央分布図（2008/9/11～10/5、M≧3.0、深さ 0～80km） 

・今回の活動における余震は、本震（M7.1）の南東側に数多く発生している。 

・この領域では 2003 年十勝沖地震（M8.0）の地震の際にも多くの余震が発生しており、今回の余震

分布と重なる。 

・2001 年、2002 年にも M5 前後の地震を含む、ややまとまった地震活動があった。 

Ａ
 
 
 
 
Ｂ

時空間分布図（左図矩形領域内、A-B 投影）

地震活動経過図（左図矩形領域内） 

震央分布図（1997/10/1～2008/10/5、M≧3.0、深さ 0～80km）

今回 

過去の活動との比較

○：1997.10.1～2003.9.25 （2003 年 M8.0 直前まで） 

○：2003.9.26～2008.9.10 （2003 年 M8.0 から 2008 年 M7.1 直前まで） 

○：2008.9.11～2008.9.30 （2008 年 M7.1 から） 

地震活動経過図 



気象庁作成 

９月 11 日 十勝沖の地震 

（波形から見た位置関係） 
 周辺の観測点波形を比較すると、2008 年の M7.1 の主破壊からのＰ波と初期破壊開始点からのＰ波と

の時間差は忠類で最も短くなっていることから、主破壊位置は初期破壊開始点から見て北～北北西方

向にあることが分かる。これは観測点を固定した計算した震央の位置関係と矛盾はない。 



気象庁作成 

 

 2003 年十勝沖地震（M8.0）と 2008 年の地震（M7.1）の初動部分の波形を比較すると、2003 年に比

べ 2008 年の方がＰ波が遅れて到着していることから、主破壊の位置（震源）は、陸から離れているが、

その差は 10km 程度である。 



 

気象庁作成 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

９月 12 日 釧路沖の地震 

領域ｃ、領域ｄ内の地震活動経過図 

Ａ 

Ｂ 

領域ａ 

Ａ Ｂ

領域ａの断面図(Ａ-Ｂ投影) 

震央分布図  
（1923 年８月以降、深さ 0～100 km、M≧6.0）

1973年６月17日
根室半島沖地震

今回の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月以降、深さ０～200km、M≧3.0） 
※深さ 60km 以浅を濃く表示、発震機構は CMT 解。

平成15年（2003
年）十勝沖地震 

今回の地震

（深さ 0～60km） 

今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺は M7.0 以上の地震が時々発生

している場所で、今回の地震の震央の北東側

では「1973 年６月 17 日根室半島沖地震」、南

西側では「平成 15 年（2003 年）十勝沖地震」

が発生している。 

領域ｂ

2008年９月12日 07時 34分に釧路沖の

深さ 42km で M5.2（最大震度３）の地震が

発生した。発震機構（CMT 解）は北北西－

南南東方向に張力軸を持つ型で、太平洋

プレート内部で発生した地震と考えられ

る。 

なお、今回の地震の１日前の９月 11 日

に発生した、十勝沖の地震（M7.1、最大

震度５弱）は、太平洋プレートと陸のプ

レートの境界で発生した地震であり、今

回の地震とは型が異なっている。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回

の地震の震源付近（領域ａ）では、2006

年 12 月６日に M5.0（最大震度３）の地震

が発生するなど、M5.0 以上の地震が時々

発生している。 

平成15年（2003年）
十勝沖地震 

領域ｃ 

領域ｄ

領域ｃ

領域ｄ



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

東北地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ）９月 22 日に津軽海峡で M5.6（最大震度３）の地震があった。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ 

 



気象庁作成 

 

昭和57年(1982年) 
浦河沖地震 

 ９月 22 日 津軽海峡の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧2.0、深さ 200km 以浅 ）

2008 年９月 22 日 16 時 31 分に津軽海峡で

M5.6（深さ 152km、最大震度３）の地震が発

生した。この地震の発震機構は北西－南東方

向に張力軸を持つ型で、太平洋プレート内部

（二重地震面の下面）で発生した地震である。

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）では、M3 程度の活

動が見られるのみで、今回のように M5 を超え

る地震は発生していなかった。なお、今回の

地震の北北東約 50km 付近では、2007 年８月

22 日に M5.4（深さ 122km、最大震度３）のプ

レート内部（二重地震面の上面）の地震が発

生している。 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧5.0、深さ 80～200km）

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域ｃのやや深いところ）は、

時折 M5 を超える地震が発生しているところ

で、最大は 1992 年８月 24 日の M6.1（最大震

度４）の地震である。 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

領域ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図
及び回数積算図 

今回の地震 

領域ａ

Ａ 

Ｂ

CMT 解 

今回の地震

領域ｃ 

CMT 解 

Ａ               Ｂ

領域ｃ内の地震活動経過図 



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

ａ 

ａ）９月 21 日に東京湾〔千葉県北西部〕で M4.8（最大震度３）の地震があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東・中部地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用



気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月 21 日 東京湾〔千葉県北西部〕の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、深さ 0～120km、M≧1.5）

（2008 年９月以降の地震を濃く表示） 

今回の地震

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

震央分布図（1923 年８月以降、深さ 0～120km、M≧4.5）

 2008 年９月 21 日 07 時 17 分に東京湾〔千

葉県北西部〕の深さ 71km で M4.8（最大震

度３）の地震が発生した。発震機構は北北

東－南南西方向に圧力軸を持つ型であっ

た。この地震は太平洋プレートとフィリピ

ン海プレートの境界で発生した地震であ

る。 

今回の地震の震源付近（領域ｂ）は、M5.0

以上の地震が時々発生するなど、地震活動

が活発な領域で、最近では 2005 年７月 23

日に M6.0（最大震度５強）の地震が発生し

ている。 

領域ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図、回数積算図

領域ａ内の断面図（東西方向投影）

（2008 年１月以降） 

領域ｃ 

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央付近（領域ｃ）では、M6.0 以上

の地震が６回発生している。最大の地震は

1956 年９月 30 日の M6.3（最大震度４）の

地震である。 

今回の地震 

今回の地震 

領域ｂ 

〔 〕内は気象庁が情報発表に用いた震央地名



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

近畿・中国・四国地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

特に目立った活動はなかった。 

 

 



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

九州地方 

ａ）９月 14 日に奄美大島北東沖で M5.1（最大震度３）の地震があった。 

 

 

 

 

 

 

 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ 



 

気象庁作成 

 

2008年9月14日05時21分に奄美大

島北東沖でM5.1の地震（最大震度３）

が発生した。 

1994年10月以降の今回の地震の震

央周辺（領域ａ）の地震活動を見る

と、M5.0以上の地震が時々発生して

おり、最近では2005年12月4日にM6.1

（最大震度３）の地震が発生してい

る。 

なお、今回の地震の震央付近には

周辺よりも深い海底（トカラギャッ

プと呼ばれることがある）が西北西

－東南東方向に続いている。 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図

９月14日 奄美大島北東沖の地震 

今回の地震 

震央分布図（1994年10月以降、深さ0～200km、M≧3.0） 
2007年9月以降の地震を濃く表示。発震機構解はCMT解。 

 

屋久島 

領域ｂ内の地震活動経過図 

1923年8月以降の今回の地震の震央周辺（領

域ｂ）での地震活動を見ると、1923年11月6日

のM6.9の地震など、M6.0以上の地震が時々発生

している。 
領域ｂ 

今回の地震 

種子島 

奄美大島 

喜界島 

領域ａ 
トカラギャップ 

震央分布図（1923年8月以降、深さ0～200km、M≧5.0）

屋久島 

奄美大島 
喜界島 

種子島 

1000m 2000m 3000m 4000m 5000m 

宝島 

小宝島 

諏訪之瀬島 

中之島

口之島

悪石島 

宝島 

小宝島 

諏訪之瀬島 

中之島 

口之島 

悪石島 



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

 

沖縄地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

特に目立った活動はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

気象庁作成 

 

2008年9月10日13時37分に宮古島近海

の深さ49kmでM4.5の地震（最大震度３）

が発生した。フィリピン海プレートの沈

み込みに伴う地震であると考えられる。

1994年10月以降の地震活動を見ると、

今回の地震の震源付近（領域ｂ）では、

M5.0を超える地震が約5年に1回発生して

いる（1997年6月19日にM5.1（最大震度

４）、2002年6月5日にM5.2（最大震度３）、

2007年9月22日にM5.1（最大震度３））。宮

古島近傍ではM5クラスの地震が時々発生

しているが、M6.0以上の地震は観測され

ていない。 

領域ｂ内の地震活動経過図 

９月10日 宮古島近海の地震 

領域ｂ

今回の地震

震央分布図（1994年10月以降、深さ0～150km、M≧2.5） 
2007年8月以降を濃く表示。発震機構解はCMT解。 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） Ａ 
Ｂ

Ａ 

Ｂ

今回の地震

宮古島

 

領域ａ石垣島 

西表島 

震央分布図（1970年以降、深さ0～150km、M≧4.5） 

領域ｃ内の地震活動経過図 

1970年以降の今回の地震の震央周辺（領

域ｃ）の地震活動を見ると、1997年8月13

日のM6.2の地震など、M6.0前後の地震が

時々発生しているが、2001年2月8日のM6.0

の地震以降は発生していない。 

領域ｃ

今回の地震 




